
一
．�

農
業
の
持
続
的
発
展
に
お
け

る
知
的
財
産
権
の
重
要
性

　

将
来
の
農
業
発
展
の
趨
勢
を
考
え
る

と
、
農
地
面
積
、
灌
漑
用
水
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
で
の
資
源
制
約
を
乗
り
越

え
、
農
業
資
源
の
不
足
と
急
激
な
人
口

増
加
と
い
う
対
立
す
る
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
基
本
的
な
鍵
は
科
学
技
術
の

進
歩
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
第
一
に
人
口
増
加
に
よ
っ
て
拡

大
す
る
農
産
物
需
要
を
満
た
す
た
め
、

技
術
進
歩
に
よ
っ
て
農
産
物
の
単
収
を

増
加
さ
せ
、
全
体
の
生
産
量
を
増
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
所
得
水

準
の
上
昇
に
応
じ
て
多
様
化
す
る
消
費

に
見
合
う
よ
う
、
技
術
進
歩
に
よ
っ
て

農
産
物
の
種
類
を
増
や
し
、
品
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
第
三

に
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
科
学

技
術
に
よ
っ
て
気
候
変
動
に
対
応
し
、

自
然
災
害
に
対
す
る
制
御
能
力
を
高

め
、
ま
た
一
方
で
農
業
に
よ
る
環
境
へ

の
負
の
影
響
や
資
源
劣
化
を
未
然
に
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
部
の
統

計
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
一
ム
ー
当
た
り

食
糧
生
産
量
は
一
九
四
九
年
か
ら
現
在

ま
で
に
六
九
キ
ロ
か
ら
三
三
〇
キ
ロ
に

ま
で
増
加
し
、
食
糧
の
総
生
産
量
は
同

時
期
に
一
一
五
〇
億
キ
ロ
か
ら
五
三
〇

八
億
キ
ロ
に
ま
で
増
加
し
た
。
食
糧
生

産
に
お
け
る
技
術
進
歩
の
寄
与
率
は
少

な
く
と
も
全
体
の
五
一
％
、
優
良
品
種

の
導
入
に
よ
る
寄
与
率
は
約
四
〇
％
で

あ
る
。

　

科
学
技
術
が
農
業
発
展
の
な
か
で
重

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
に
従

い
、
知
識
の
創
造
、
伝
播
お
よ
び
実
用

の
各
段
階
に
お
け
る
密
接
な
連
携
と
知

的
要
素
の
ス
ム
ー
ズ
な
循
環
が
現
代
農

業
の
基
本
的
な
発
展
モ
デ
ル
を
構
成
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

が
証
明
す
る
よ
う
に
、
知
的
財
産
権
と

い
う
制
度
は
知
識
の
創
造
と
活
用
を
推

進
す
る
た
め
に
最
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
当
事
者
が
関
与
す
る
知
的
財

産
の
権
利
を
き
ち
ん
と
保
障
す
る
だ
け

で
、
知
的
財
産
の
利
用
に
関
わ
る
フ

リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
行
為
を
減
少
さ
せ
、
ま

さ
に
「
特
許
制
度
は
天
才
の
火
に
利
益

と
い
う
油
を
注
い
だ
（
訳
者
注
：
特
許

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）」
と
い
う
リ

ン
カ
ー
ン
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
名
言

の
通
り
、
科
学
技
術
の
開
発
担
当
者
に

強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
新
し

い
知
識
の
創
造
を
加
速
さ
せ
る
。
同
時

に
知
識
と
情
報
の
伝
播
、
利
用
に
お
け

る
各
主
体
の
利
益
の
対
立
を
減
少
さ

せ
、
知
識
の
公
開
、
知
的
商
品
取
引
と

活
用
の
推
進
に
役
立
つ
。
こ
の
た
め
、

知
的
財
産
権
の
創
造
、
実
用
化
、
権
利

の
管
理
・
保
護
の
水
準
が
直
ち
に
一
国

の
農
業
の
将
来
的
な
発
展
に
向
け
た
潜

在
能
力
を
決
め
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
各

国
農
業
の
市
場
競
争
が
激
化
す
る
に
つ

れ
、
技
術
は
一
種
の
拡
大
さ
れ
た
市
場

力
、
国
際
競
争
に
お
け
る
強
力
な
武
器

へ
と
進
化
し
て
き
た
。
あ
る
技
術
が
法

律
の
庇
護
を
受
け
独
占
的
な
知
財
権
と

し
て
保
護
さ
れ
る
と
、
市
場
に
お
け
る

競
争
相
手
に
打
撃
を
加
え
る
た
め
の
有

効
な
武
器
と
な
る
。
権
利
と
し
て
保
護

さ
れ
た
技
術
が
国
際
的
に
通
用
す
る
技

術
基
準
へ
と
転
換
さ
れ
る
と
、「
経
路

依
存
」
に
よ
っ
て
そ
れ
以
降
の
関
連
す

る
製
品
の
生
産
、
販
売
市
場
に
お
け
る

主
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
業

に
お
い
て
は
、
遺
伝
子
な
ど
の
資
源
を

利
用
す
る
方
法
、
あ
る
い
は
利
用
し
た

結
果
と
し
て
の
品
種
な
ど
が
知
財
権
を

取
得
す
れ
ば
、
実
際
に
は
そ
の
な
か
の

遺
伝
子
資
源
の
独
占
権
を
も
獲
得
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
国

際
競
争
に
お
い
て
は
知
財
権
は
市
場
を

独
占
す
る
武
器
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

農
業
生
物
資
源
を
囲
い
込
む
た
め
の
重

要
な
道
具
と
も
な
る
。

二
．�

中
国
農
業
に
お
け
る
知
的
財

産
権
創
造
の
現
状

　

知
的
財
産
権
の
創
造
能
力
は
、企
業
、

産
業
、
国
家
の
自
主
的
な
創
造
能
力
お

よ
び
国
際
競
争
力
を
は
か
る
重
要
な
尺

度
で
あ
る
。
農
業
は
総
合
的
な
産
業
で

あ
り
、
農
業
知
的
財
産
権
は
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
知
的
財
産
権
（
特

許
、
著
作
権
、
商
標
、
植
物
の
新
品
種

権
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
表
示
等
）
を
網
羅

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
主
に

植
物
新
品
種
権
と
農
業
発
明
特
許
を
取

り
上
げ
、
中
国
の
農
業
知
的
財
産
権
の

創
造
能
力
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

⑴
出
願
・
認
可
件
数
の
推
移

　

一
九
八
五
年
に
特
許
制
度
が
成
立
し

て
以
来
、
農
業
部
門
の
発
明
特
許
出
願

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に

近
年
急
速
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。
国

家
知
識
産
権
局
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

検
索
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
一
一
次
五
カ

中国農業の持続可能性
特 集

中
国
農
業
の
持
続
可
能
な
発
展

―
知
的
財
産
権
の
創
造
能
力
か
ら
み
た
分
析

宋　
　

敏
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年
計
画
（
二
〇
〇
六
〜
一
〇
年
）
期
間

中
、
中
国
の
農
業
特
許
出
願
件
数
は
毎

年
一
八
・
〇
％
増
加
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
農
業
発
明
特
許
の
年
増
加
率
は
一

八
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
〇
次

五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
一
〜
〇
五
年
）

期
間
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
四
％
、
四
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
出
願
主
体
を
み

る
と
企
業
に
よ
る
出
願
件
数
の
増
加
が

著
し
く
、
政
府
に
よ
る
科
学
技
術
資
源

以
外
に
、
民
間
の
科
学
技
術
資
源
が
農

業
技
術
の
領
域
に
参
入
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
1
）。
技
術
領
域

か
ら
み
る
と
、
農
業
生
物
技
術
、
食
品

産
業
に
よ
る
発
明
特
許
出
願
の
増
加
が

目
覚
ま
し
く
、
現
在
も
っ
と
も
注
目
す

べ
き
領
域
を
形
成
し
て
い
る
（
図
2
）。

　

一
九
九
九
年
に
出
願
受
付
が
始
ま
っ

て
以
来
、
農
業
植
物
新
品
種
権
出
願
件

数
お
よ
び
認
可
件
数
は
小
幅
な
変
動
な

が
ら
全
体
と
し
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
一
次
五
カ
年
計

画
期
間
中
の
農
業
植
物
新
品
種
権
の
出

願
件
数
お
よ
び
認
可
件
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
四
・
九
％
、
二
九
・
二
％
と
な
っ
て

お
り
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
と

比
較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
倍
、四
・
三

倍
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
植
物
新
品
種

の
選
択
・
育
成
に
お
い
て
は
、
国
立
の

研
究
・
教
育
機
関
が
依
然
と
し
て
主
要

な
地
位
を
占
め
て
い
る（
図
3
・
図
4
）。

　

農
業
発
明
特
許
権
の
出
願
件
数
と
認

可
件
数
も
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
は
農
業
科
学
技
術
の
創
造
能
力
お
よ

び
育
種
創
造
能
力
が
高
ま
り
、
農
業
の

競
争
力
が
絶
え
ず
向
上
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

⑵
出
願
内
容
の
推
移

　

土
地
利
用
型
農
産
物
（
穀
物
、
綿
花

な
ど
）
の
う
ち
、
認
可
品
種
の
普
及
面

積
が
上
位
一
〇
位
ま
で
の
主
要
な
作
物

と
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
率
を
挙
げ
る
と
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
三
三
・
〇
％
、
冬
小
麦

三
〇
・
五
％
、
コ
メ
（
在
来
種
）
一
六
・

三
％
、コ
メ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
一
二
・

三
％
、
大
豆
二
五
・
二
％
、
綿
花
（
在

来
種
）一
九
・
五
％
、綿
花（
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
）
二
四
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
認

可
品
種
の
う
ち
、
鄭
単
九
五
八
、
鄭
麦

九
〇
二
三
、
徐
稲
三
号
、
楊
両
優
六
号
、

中
黄
一
三
、
魯
綿
研
二
一
号
、
科
綿
三

号
な
ど
の
高
生
産
性
品
種
が
農
家
の
間

で
評
価
が
高
い
。

　

二
〇
一
〇
年
末
時
点
で
有
効
な
発
明

特
許
お
よ
び
実
用
新
型
特
許
は
四
万
八

四
八
三
件
に
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
農

業
特
許
認
可
件
数
の
五
二
・
一
五
％
を

占
め
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
か
ら
の
農

業
発
明
特
許
出
願
の
認
可
率
は
五
九
・

六
％
、
平
均
認
可
年
数
は
六
・
八
年
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
海
外
か
ら
の
出
願

の
平
均
認
可
率
は
七
七
・
〇
％
に
達
し
、

認
可
年
数
も
一
一
・
〇
年
と
長
い
。

⑶
地
域
別
の
分
布
状
況

　

二
〇
一
〇
年
末
ま
で
に
、
農
業
植
物

新
品
種
権
の
出
願
が
七
七
六
一
件
あ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
国
内
か
ら
の
出
願
は

七
二
六
八
件
（
全
体
の
九
三
・
七
％
）、
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図1　主体別農業発明特許出願件数の変化

（出所）�中国農業科学院農業知的財産権研究センターが国家特許局特許データベースを
基に計算した。

食品産業
水産業
農芸化学
農業生物技術

畜産業
耕種業

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

20
07

20
05

20
03

20
01

19
99

19
97

19
95

19
93

19
91

19
89

19
87

19
85 （年）

図2　領域別特許出願件数の変化

（出所）図1に同じ。
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（出所）図1に同じ。
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（出所）農業部植物新品種保護弁公室。

18アジ研ワールド・トレンド No.193 （2011. 10）



国
外
か
ら
の
出
願
は
四
九
三
件
（
六
・

四
％
）
で
あ
っ
た
。
認
可
さ
れ
て
い
る

三
四
七
三
件
の
品
種
権
の
内
訳
は
、
国

内
が
三
四
〇
九
件
（
九
八
・
二
％
）、
国

外
が
六
四
件
（
一
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。

国
内
で
出
願
件
数
お
よ
び
認
可
件
数
が

最
も
多
い
の
は
四
川
省
で
、
六
四
七
件

（
国
内
出
願
総
数
の
八
・
九
％
）、
認
可

件
数
は
三
七
九
件
（
一
一
・
一
％
）
で
、

そ
れ
に
山
東
省
、
河
南
省
、
江
蘇
省
、

吉
林
省
、
そ
し
て
北
京
市
が
続
い
て
い

る
。
上
位
六
省
の
出
願
件
数
は
三
四
九

三
件
で
、
全
体
の
出
願
件
数
の
四
八
・

一
％
、
認
可
件
数
は
一
六
八
五
件
で
全

体
の
四
九
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。

　

農
業
発
明
特
許
出
願
件
数
に
占
め
る

国
内
と
国
外
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七

五
・
五
％
と
二
四
・
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
国
内
出
願
数
の
上
位
五
省
は
沿
海

地
域
の
山
東
省
（
一
万
五
四
七
四
件
）、

江
蘇
省
（
一
万
四
〇
一
六
件
）、
北
京

市
（
一
万
四
〇
〇
八
件
）、浙
江
省
（
一

万
一
三
七
七
件
）
お
よ
び
広
東
省
（
一

万
一
三
三
六
件
）
に
集
中
し
て
お
り
、

上
位
五
省
で
全
体
の
四
〇
・
四
一
％
を

占
め
て
い
る
。
他
方
、
寧
夏
省
、
海
南

省
、
青
海
省
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
自
治
州

と
い
っ
た
内
陸
地
域
の
出
願
件
数
は
平

均
し
て
一
〇
〇
〇
件
以
下
と
な
っ
て
い

る
。
認
可
数
に
つ
い
て
上
位
五
省
を
み

る
と
、
山
東
省
（
八
〇
七
七
件
）、
北

京
市
（
六
一
九
二
件
）、
浙
江
省
（
五

九
二
三
件
）、江
蘇
省
（
五
九
〇
一
件
）、

広
東
（
五
四
八
五
件
）
と
な
っ
て
お
り
、

合
計
で
全
体
の
三
八
・
七
％
を
占
め
る
。

前
述
の
寧
夏
省
、
海
南
省
、
青
海
省
お

よ
び
チ
ベ
ッ
ト
自
治
州
に
お
け
る
認
可

件
数
は
五
〇
〇
件
以
下
と
な
っ
て
い

る
。

⑷
業
種
別
構
成

　

農
業
植
物
新
品
種
権
出
願
と
認
可
件

数
の
う
ち
、
土
地
利
用
型
作
物
は
そ
れ

ぞ
れ
八
五
・
六
％
と
九
二
・
七
％
、
商
品

作
物
は
野
菜
五
・
一
％
と
三
・
六
％
、
果

樹
二
・
八
％
と
一
・
六
％
を
占
め
る
。
土

地
利
用
型
作
物
の
内
訳
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
最
大
で
四
〇
・
三
％
と
四
二
・

五
％
、
続
い
て
コ
メ
三
四
・
四
％
と
三

五
・
七
％
、
小
麦
一
〇
・
一
％
と
九
・

九
％
、
大
豆
四
・
七
％
と
三
・
八
％
、
綿

花
四
・
二
％
と
三
・
四
％
、ア
ブ
ラ
ナ
二
・

八
％
と
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。

　

農
業
発
明
特
許
と
実
用
新
型
特
許
出

願
件
数
の
業
界
別
内
訳
は
、
食
品
産
業

が
最
も
多
く
二
八
・
三
％
、
続
い
て
農

業
生
物
技
術
産
業
が
二
四
・
五
％
、
耕

種
業
が
二
〇
・
七
％
、
農
芸
化
学
が
一

五
・
一
％
、
畜
産
業
が
七
・
〇
％
、
水
産

業
が
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
農
業

発
明
特
許
出
願
件
数
の
な
か
で
は
農
業

生
物
技
術
部
門
が
最
も
多
く
、
農
業
発

明
特
許
出
願
件
数
の
う
ち
三
二
・
五
％

を
占
め
る
。
実
用
新
型
特
許
出
願
件
数

で
は
耕
種
業
が
最
も
多
く
、四
六
・
三
％

を
占
め
る
。
す
で
に
認
可
さ
れ
て
い
る

権
利
お
よ
び
現
在
も
権
利
が
継
続
中
の

農
業
特
許
件
数
の
う
ち
、
耕
種
業
は
三

二
・
〇
％
と
二
六
・
七
％
、
食
品
業
は
二

四
・
〇
％
と
二
四
・
二
％
、
農
業
生
物
技

術
は
一
五
・
一
％
と
二
〇
・
五
％
、
農
芸

化
学
は
一
三
・
五
％
と
一
四
・
〇
％
、
畜

産
業
は
八
・
三
％
と
八
・
八
％
、
水
産
業

は
七
・
一
％
と
五
・
九
％
で
あ
っ
た
。

三
．�

結
論
と
政
策
提
言

　

第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
中
、
中

国
の
農
業
特
許
と
農
業
植
物
新
品
種
権

の
出
願
件
数
と
認
可
件
数
が
急
速
に
増

加
し
た
こ
と
は
、
農
業
知
識
の
創
造
能

力
が
急
速
に
成
長
し
た
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
農
業
知
財
権
が
食
糧
の
七
年

連
続
の
増
産
と
農
業
の
持
続
的
発
展
の

重
要
な
支
え
と
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て

い
る
。
た
だ
し
一
方
で
、
中
国
の
知
的

財
産
権
の
創
造
能
力
は
、
先
進
国
と
の

間
に
依
然
と
し
て
大
き
な
距
離
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
国
の
有
効
な
品
種
権
の
保
有
量

は
、
ア
メ
リ
カ
の
わ
ず
か
一
〇
・
八
％
、

日
本
の
二
六
・
六
％
、
オ
ラ
ン
ダ
の
四

五
・
七
％
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
の
農
業

生
物
技
術
特
許
出
願
件
数
の
う
ち
、
中

国
の
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
二
・
五
％

で
あ
る
。
特
許
協
力
条
約
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
：

Patent Cooperation Treaty

）
に
基

づ
く
農
業
生
物
技
術
国
際
特
許
出
願
件

数
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
占
め
る
比
率

が
六
二
・
九
％
、
日
本
の
そ
れ
が
九
％

を
占
め
る
の
に
対
し
、
中
国
の
比
率
は

二
％
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
単
位
人
口

当
た
り
件
数
で
比
較
す
る
と
、
ア
メ
リ

カ
の
一
万
人
当
た
り
発
明
特
許
件
数
が

三
二
・
一
件
、
日
本
で
は
九
四
・
四
件
で

あ
る
の
に
対
し
、中
国
は
一
・
七
件
に
留

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら

み
て
、
今
後
農
業
知
財
権
の
総
保
有
量

を
増
加
さ
せ
、
先
進
国
と
の
距
離
を
縮

め
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
中
国
に

と
っ
て
重
要
な
戦
略
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
国
民
経
済
と
社
会
発
展
に
関
す
る

第
一
二
次
五
カ
年
計
画
概
要
」
に
お
い

て
、
発
明
特
許
の
件
数
が
初
め
て
国
民

経
済
と
社
会
発
展
の
総
合
評
価
の
た
め

の
指
標
体
系
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
国
民

一
万
人
当
た
り
の
発
明
特
許
保
有
件
数

を
三
・
三
件
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
開

発
目
標
と
し
て
明
確
に
掲
げ
ら
れ
た
。

農
業
領
域
に
お
い
て
一
万
人
当
た
り
の

発
明
特
許
件
数
を
二
〇
一
〇
年
の
一
・

七
件
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
に
三
・
三

件
に
す
る
と
い
う
目
標
は
、
前
の
第
一

一
次
五
カ
年
計
画
期
間
中
の
増
加
速
度

か
ら
み
て
も
十
分
実
現
可
能
で
あ
る
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
知
的
財
産
権
の

内
容
、
構
成
、
地
域
分
布
な
ど
の
要
素

を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
中
国
の
農

業
知
的
財
産
権
の
発
展
は
以
下
の
よ
う

な
厳
し
い
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
知
的
財
産
権
の
質
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。「
中
国
に
お
け
る
農
業

知
的
財
産
権
の
創
造
指
数
報
告
二
〇
一

〇
年
」
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
国
内
で
出

願
さ
れ
た
農
業
特
許
の
認
可
率
は
二

三
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
外
か

ら
の
出
願
の
認
可
率
は
三
三
・
〇
％
で
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あ
る
。
認
可
済
み
特
許
の
更
新
可
能
率

は
国
内
か
ら
の
出
願
で
五
九
・
六
％
、

平
均
認
可
年
数
は
六
・
八
年
で
あ
る
の

に
対
し
、
国
外
か
ら
の
出
願
の
更
新
可

能
率
は
七
七
・
〇
％
、
年
数
は
一
一
・
〇

年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
業
特
許

出
願
の
認
可
率
、
特
許
の
寿
命
の
い
ず

れ
を
み
て
も
国
内
か
ら
の
出
願
は
海
外

か
ら
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
我
が
国
の
知
的
財
産
権
創
造
力
の

質
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
農
業
知
的
財
産
権
の
品
目

別
、
産
業
別
内
訳
の
構
成
に
も
改
善
の

余
地
が
あ
る
。
ま
ず
作
物
別
の
農
業
植

物
新
品
種
権
出
願
お
よ
び
認
可
件
数
を

み
る
と
、三
大
作
物
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

コ
メ
、
小
麦
に
集
中
し
て
い
る
。
出
願

件
数
と
認
可
件
数
に
占
め
る
比
率
は
、

最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
三

四
・
五
％
と
三
九
・
四
％
、
つ
ぎ
に
コ
メ

の
二
九
・
四
％
と
三
三
・
〇
％
、
小
麦
の

八
・
七
％
と
九
・
二
％
と
続
く
。
一
方
、

商
品
作
物
の
内
訳
を
み
る
と
野
菜
は
そ

れ
ぞ
れ
五
・
一
％
と
三
・
六
％
、
果
樹
は

二
・
八
％
と
一
・
六
％
に
過
ぎ
な
い
。
続

い
て
業
界
別
内
訳
を
み
る
と
、
農
業
発

明
と
実
用
新
型
特
許
出
願
件
数
の
う

ち
、
食
品
産
業
が
最
も
多
く
二
八
・

三
％
、
続
い
て
農
業
生
物
技
術
が
多
く

二
四
・
五
％
、以
下
耕
種
業
二
〇
・
七
％
、

農
芸
化
学
一
五
・
一
％
、
畜
産
業
七
・

〇
％
、
水
産
業
四
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
発
明
特
許
出
願
の
内
容
で
は

農
業
生
物
技
術
の
占
め
る
比
率
が
最
も

多
く
、
全
出
願
件
数
の
三
二
・
五
％
を

占
め
る
。
国
内
の
農
業
発
明
特
許
出
願

は
主
に
耕
種
業
、
畜
産
業
、
水
産
業
な

ど
伝
統
的
な
領
域
に
集
中
し
て
お
り
、

国
外
か
ら
の
出
願
は
農
芸
化
学
、
農
業

生
物
技
術
な
ど
現
代
的
な
技
術
領
域
に

集
中
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
農
業
企
業
の
知
的
財
産
権

創
造
能
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
公
立
の
研
究
・
教
育
機
関
が
農
業

植
物
新
品
種
権
の
出
願
件
数
と
認
可
件

数
に
占
め
る
比
率
は
、そ
れ
ぞ
れ
五
六
・

一
％
と
六
一
・
八
％
と
最
大
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
三
二
・

〇
％
と
三
二
・
三
％
を
占
め
る
に
過
ぎ

な
い
。
国
内
の
農
業
発
明
特
許
認
可
件

数
と
有
効
特
許
件
数
の
う
ち
、
研
究
・

教
育
機
関
の
占
め
る
比
率
は
四
〇
・

二
％
と
四
三
・
四
％
で
あ
り
、
企
業
に

よ
る
も
の
は
わ
ず
か
一
五
・
三
％
と
一

八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
・
教

育
機
関
主
導
型
の
中
国
の
農
業
科
学
技

術
の
開
発
は
、
中
国
の
農
業
知
的
財
産

の
創
造
が
政
府
の
財
政
資
金
に
依
存
し

た
も
の
で
あ
り
、
民
間
部
門
の
科
学
技

術
に
対
す
る
資
源
投
入
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、
農
業
知
的
財
産
の
開
発
の
原

動
力
が
依
然
と
し
て
単
一
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

　

以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
問
題
を
踏
ま

え
、
今
後
農
業
知
的
財
産
権
の
創
造
力

を
一
層
向
上
さ
せ
、
中
国
農
業
の
競
争

力
を
速
や
か
に
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

農
業
の
持
続
可
能
な
発
展
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
農
業
科
学
技
術

開
発
に
対
す
る
政
府
の
財
政
的
な
支
援

を
継
続
し
て
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
同
時
に
公
共
投
資
と
民
間
部
門
の

投
資
の
協
調
を
は
か
り
、
公
平
な
市
場

競
争
の
秩
序
を
整
え
、
公
共
投
資
に
よ

る
開
発
促
進
作
用
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
と
と
も
に
社
会
か
ら
幅
広
く
農
業
科

学
技
術
の
開
発
に
対
し
て
投
資
を
募
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
科
学

的
か
つ
合
理
的
に
知
的
財
産
権
の
質
を

評
価
す
る
た
め
の
評
価
体
系
を
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
農

業
科
学
技
術
の
初
歩
的
な
創
造
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
レ
ベ

ル
が
低
く
、
内
容
が
重
複
し
て
い
る
研

究
に
よ
る
資
源
の
浪
費
を
防
止
で
き

る
。
と
り
わ
け
、
ひ
た
す
ら
出
願
件
数

の
み
を
増
や
そ
う
と
す
る
バ
ブ
ル
的
な

現
象
を
途
絶
さ
せ
、
農
業
知
的
財
産
権

に
関
す
る
事
業
の
良
好
か
つ
速
や
か
な

発
展
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
知
的
財
産
権
の
取
引
と
ラ
イ

セ
ン
シ
ン
グ
を
促
す
た
め
の
優
遇
政
策

を
整
備
し
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
。
多

様
な
主
体
が
参
加
す
る
国
家
主
導
型
の

知
的
財
産
権
運
営
基
金
を
設
立
し
、
知

的
財
産
権
を
紐
帯
と
し
た
農
業
技
術
研

究
・
教
育
機
関
と
農
業
企
業
の
協
力
体

制
を
作
り
、
農
業
科
学
技
術
開
発
に
関

わ
る
専
門
家
集
団
の
分
業
と
協
同
に

よ
っ
て
科
学
技
術
資
源
の
効
率
的
な
配

分
を
促
進
し
、
農
業
知
識
の
創
造
、
伝

播
お
よ
び
実
用
化
に
向
け
た
ス
ピ
ー
ド

を
加
速
さ
せ
、
中
国
の
農
業
発
展
モ
デ

ル
の
転
換
を
有
効
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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／
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施
植
物
新
品
種
保
護
戦
略
発
展
創
新

新
型
農
業
」（『
農
業
科
技
管
理
』
二

八
（
三
）、
三
七
―
四
〇
ペ
ー
ジ
）。

⑤ 

中
国
農
科
院
農
業
知
識
産
権
研
究
中

心
［
二
〇
一
〇
］『
中
国
農
業
知
識
産

権
創
造
指
数
報
告
（
二
〇
一
〇
年
）』

（h
ttp

://w
w

w
.ccip

a
.o

rg
/

uploads/110425

）。
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